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スクラッチで音楽を楽しもうPractice 6

Part1 学習内容の確認 Part2 課題の分析

Part3 スクラッチで実践 Part4 応用問題にチャレンジ

今回は、スクラッチを使って音楽を演奏することに挑戦してみましょう。

まずは音楽の基本的な知識を学んで、プログラミングに挑戦します。

演習事項

演習内容
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学習内容の確認Part1

今回は「音楽の演奏」について学びます。

まずは基本から学んでいきましょう。

演習課題
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課題の分析Part2

基本がわかった所で、それを課題にどう活かしていくかを考えてみましょう。

問題に挑戦する際には、まずそれを分析することが大切です。

演習課題
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スクラッチで実践Part3

それでは、スクラッチで課題に挑戦していきましょう。

①スクラッチで実践

スクラッチを起動してみましょう。

デスクトップの[ ]をダブルクリックしScratch2
ます。

②スクラッチで実践

スクラッチが起動します。

演習課題
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③スクラッチで実践

[イベント]をクリックします。

[このスプライトがクリックされたとき]をスク

リプトエリアにドラッグします。

④スクラッチで実践

[見た目]をクリックします。

[ と２秒言う]のブロックをドラッグして、Hello!
スクリプトエリアの[このスプライトがクリック

されたとき]の下に合体させます。

⑤スクラッチで実践

[ ]をクリックします。Hello!
[ ]キーを押して削除します。BackSpace

⑥スクラッチで実践

[かえるのうたをうたいます]を入力します。
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⑦スクラッチで実践

スクラッチで取り扱う音のブロックですが、音

符（音階）を数字で指定する必要があります。

ドは６０、レは６２、ミは６４

ファは６５、ソは６７、ラは６９、シは７１

となっています。

⑧スクラッチで実践

[音]をクリックします。

[ の音符を 拍鳴らす]をスクリプトエリアの60 0.5
[かえるのうたをうたいますと２秒言う]の下にド

ラッグして合体します。

６０の音符とは、つまり「ド」のことですね

⑨スクラッチで実践

[ の音符を 拍鳴らす]をスクリプトエリア60 0.5
の[ の音符を 拍鳴らす]の下にドラッグし60 0.5
て合体します。

⑩スクラッチで実践

このままだとドを２回鳴らしてしまいますので音

階を変えてみましょう。

[ ▼]をクリックします。60
鍵盤が表示されるので[ ]をクリックします。62

６２の音符とは、つまり「レ」のことです。
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⑪スクラッチで実践

[ の音符を 拍鳴らす]をスクリプトエリア60 0.5
の[ の音符を 拍鳴らす]の下にドラッグし62 0.5
て合体します。

⑫スクラッチで実践

[ ▼]をクリックします。60
鍵盤が表示されるので[ ]をクリックします。64

６４は、つまり「ミ」を表します。

⑬スクラッチで実践

[ の音符を 拍鳴らす]をスクリプトエリア60 0.5
の[ の音符を 拍鳴らす]の下にドラッグし64 0.5
て合体します。

⑭スクラッチで実践

[ ▼]をクリックします。60
鍵盤が表示されるので[ ]をクリックします。65

６５は、つまり「ファ」を表します。
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⑮スクラッチで実践

[ の音符を 拍鳴らす]をスクリプトエリア60 0.5
の[ の音符を 拍鳴らす]の下に 個ドラッ65 0.5 3
グして合体します。

⑯スクラッチで実践

さきほど３個追加したうちの一番上の[ ▼]を60
クリックします。

鍵盤が表示されるので[ ]をクリックします。64

６４は、つまり「ミ」を表します。

⑰スクラッチで実践

２つ目の[ ▼]をクリックします。60
鍵盤が表示されるので[ ]をクリックします。62

６２は、つまり「レ」を表します。

⑱スクラッチで実践

ここまで作ったものを確認しましょう。

音階でいうと、ドレミファミレド。

60 62 64 65 64 62 60音符でいうと、 、 、 、 、 、 、

ただしく作れているかチェックしましょう。
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⑲スクラッチで実践

[ の音符を 拍鳴らす]をスクリプトエリア60 0.5
に 個ドラッグして、それぞれを合体させてお7
きましょう。

作業を分かりやすくするため、上の音ブロック

とはまだ合体させずに別に置いておくと見やす

いでしょう。

⑳スクラッチで実践

新しく配置した７つの音ブロックの数字を、それ

ぞれクリックして音符を調整していきましょう。

「ミファソラソファミ」を鳴らしたいので

「 、 、 、 、 、 、 」の順番になるよ64 65 67 69 67 65 64
うに変更してみてください。

スクラッチで実践㉑

[ 拍休む]をスクリプトエリアの[ の音符0.25 60
を 拍鳴らす]の下にドラッグして合体しま0.5
す。

スクラッチで実践㉒

追加した７つの音ブロックをスクリプトエリアの

[ 拍休む]の下にドラッグして合体させましょ0.25
う。
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スクラッチで実践㉓

それでは、テストしてみましょう。

[緑の旗マーク]をクリックします。

スクラッチで実践㉔

それではスプライトをクリックして演奏を聞いて

みましょう。

スクラッチで実践㉕

「 」 「 」ドレミファミレド と ミファソラソファミ

の間が少し詰まっている気がしますね。

休むところを少し増やして改善してみましょ

う。

スクラッチで実践㉖

[ 拍休む]の[ ]をクリックします。0.25 0.25
[ ]キーを押して削除し、[ ]を入力しBackSpace 0.5
ます。
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スクラッチで実践㉗

それでは、再度テストしてみましょう。

[緑の旗マーク]をクリックします。

スクラッチで実践㉘

それではスプライトをクリックして演奏を聞いて

みましょう。

スクラッチで実践㉙

きれいに演奏されました。完璧です。

スクラッチで実践㉚

保存してみましょう。

[ファイル]をクリックします。

[名前をつけて保存]をクリックします。
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スクラッチで実践㉛

[ ]をクリックしますPC
[ドキュメント]をクリックします。

[スクラッチ]フォルダーをダブルクリックしま

す

スクラッチで実践㉜

[ファイル名]に[かえるのうた]を入力します。

[保存]ボタンをクリックします。

スクラッチで実践㉝

[ファイル]をクリックします。

[終了]をクリックします。
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応用問題にチャレンジPart4

基本的な考え方を学びましたので、応用問題にチャレンジしてみましょう。

この問題は自力で挑戦してみましょう。答えはペックのサイトで確認できます。

① 応用問題

演習課題
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